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太
宰
府
天
満
宮
恵
与
の
梅

今
年
も
太
宰
府
天
満
宮
よ
り
恵
与
い

た
だ
い
た
５
本
の
梅
の
剪
定
が
、
令
和

２
年
11
月
28
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
。

来
校
さ
れ
た
の
は
毛
利
清
彦
潮
見
神
社

宮
司
（
恵
与
当
時
の
太
宰
府
天
満
宮
権

禰
宜
）
ご
夫
妻
様
、
松
大
路
信
潔
太
宰

府
天
満
宮
権
禰
宜
様
、
太
宰
府
天
満
宮

一
級
造
園
技
師
古
賀
義
悟
様
、
中
島
紀

寿
様
、
新
垣
力
様
の
６
名
。
ご
一
行
様

は
午
前
に
福
岡
を
出
発
、
午
後
に
福
高

に
到
着
し
て
剪
定
が
行
わ
れ
、
竹
田
真

二
校
長
、
教
頭
、
同
窓
会
有
志
並
び
に

同
窓
会
事
務
局
員
が
お
迎
え
し
た
。
剪

定
し
た
古
賀
様
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
に
あ
っ
て
も
、

梅
の
木
は
た
い

へ
ん
元
気
に

育
っ
て
い
ま
す
。

福
高
生
も
冬
を

越
え
、
実
り
の

春
を
迎
え
て
ほ

し
い
。」
と
の

激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

～
新
入
生
に
エ
ー
ル
～

昨
年
春
、
本
校
を
卒
業
し
た
太
田
朝
弓
さ
ん
（
高
72
回

卒
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

入
学
早
々
に
行
わ
れ
て
い
た
伝
統
の
應
援
歌
講
習
が
先
送

り
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
伝
統
継
承
の
危
機
感
か
ら
『
福

島
高
校　
校
歌
・
應
援
歌　
現
代
語
訳
集
』
を
制
作
し
た
。

太
田
さ
ん
は
東
京
の
大
学
に
進
学
し
た
が
、
授
業
は
す
べ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
こ
と
で
実
際
は
上
京
せ
ず
、
自

宅
で
受
講
す
る
か
た
わ
ら
、
半
年
が
か
り
で
こ
れ
を
完
成

さ
せ
た
。
高
校
時
代
に
梅
章
委
員
会
で
活
動
し
た
経
験
を

活
か
し
、
多
く
の
方
々
に
対
面
取
材
・
電
話
取
材
、
文
献

資
料
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
印
刷
は
自
ら
行
い
、

昨
年
秋
に
同
窓
生
十
数
名
の
協
力
の
も
と
製
本
作
業
を
行

い
、
一
年
生
全
員
に
配
布
し
た
。
冊
子
の
後
半
で
は
、
同

窓
生
の
特
別
寄
稿
や
福
高
に
関
す
る
豆
知
識
な
ど
、
興
味

深
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。
新
入
生
に
「
福
高
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
、
福
高
生
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
高

校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
太
田
さ
ん
の
熱
い
思

い
を
、
同
窓
会
で
は
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
次
年

度
以
降
、
こ
の
冊
子
は
同
窓
会
で
印
刷
し
、
新
入
生
に
配

布
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

梅
苑
祭
の
代
替
行
事
と
し
て
昨
年
８
月

28
日
Ｆ
Ｆ
祭
を
開
催
し
た
。
各
ク
ラ
ス
10

分
以
内
で
制
作
し
た
動
画
を
配
信
し
、
そ

れ
を
各
教
室
で
視
聴
す
る
と
い
う
企
画
で

あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
・
テ
ー
マ
な
ど
は
自

由
で
、
脚
本
・
撮
影
・
演
技
・
編
集
は
す

べ
て
生
徒
た
ち
が
行
っ
た
。
準
備
期
間
が

一
ヶ
月
弱
と
い
う
日
程
の
な
か
、
課
外
の

合
間
を
み
て
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
来
賓

と
し
て
柳
沼
宏
寿
氏
（
新
潟
大
学
教
授
）・

阿
部
泰
宏
氏（
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
島
支
配
人
）

の
両
名
を
招
き
、
審
査
を
お
願
い
し
た
。

撮
影
は
校
舎
内
や
信
夫
山
、
近
所
の
公
園

な
ど
で
行
い
、
ど
の
作
品
も
立
派
な
仕
上

が
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
収
録
し
、
全
生
徒
に
配
布
さ
れ
た
。

実
行
委
員
は
あ
え
て
「
梅
苑
祭
」
の
名

称
は
使
わ
な
か
っ
た
。
梅
苑
祭
の
代
替
企

画
で
は
あ
る
が
、
本
来
の
梅
苑
祭
と
は
別

の
企
画
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
、
本
来
の
梅
苑
祭
が
復
活
す
る
こ

と
を
願
っ
て
の
こ
だ
わ
り
で
あ
っ
た
。

福
高
フ
ィ
ル
ム・フ
ェス
テ
ィ
バ
ル（
Ｆ
Ｆ
祭
）

も
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
た
。

２
年
生
は
、
１
年
次
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
課
題

研
究
の
仕
上
げ
と
な
る
研
修
旅
行
が
中
止
と
な
り
、

予
定
を
変
更
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

１
年
生
は
、
入
学
後
２
週
間
で
休
校
と
な
っ
た
た

め
、
校
歌
・
応
援
歌
講
習
が
実
施
で
き
ず
、
ま
た
集

会
や
選
手
壮
行
会
も
す
べ
て
中
止
と
な
り
、
校
歌
を

歌
え
な
い
と
い
う
問
題
が
お
こ
っ
た
。
そ
こ
で
、
生

徒
会
・
応
援
団
が
協
力
し
て
、
10
月
に
密
を
避
け
る

工
夫
を
凝
ら
し
て
例
年
の
半
分
以
下
の
日
程
で
講
習

会
を
実
施
し
た
。

伝
統
の
梅
苑
祭
に
代
わ
る
行
事
と
し
て
、「
福
高

Ｆ
Ｆ
祭
」
を
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し

た
。
ク
ラ
ス
毎
に
10
分
以
内
の
動
画
を
制
作
し
、
全

ク
ラ
ス
の
動
画
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
す
る
と
い
う
、

全
く
新
し
い
試
み
で
、
新
聞
等
で
も
新
た
な
文
化
祭

の
あ
り
方
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
今
、
自
分
た
ち

の
で
き
る
こ
と
、
自
分
た
ち
の
や
る
べ
き
事
を
し
っ

か
り
考
え
、
前
向
き
に
全
力
で
向
か
っ
て
い
く
生
徒

た
ち
の
姿
に
、
福
高
生
の
た
く
ま
し
さ
を
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
無
限
の
力
と
可
能

性
を
秘
め
た
福
高
生
に
、
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
。

こ
の
一
年
、
社
会
は
未
曾
有
の
国
難
と
で
も
言
う

事
態
に
直
面
し
た
。
日
々
の
状
況
は
報
道
等
で
知
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
学
校
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
を

知
る
機
会
は
少
な
い
。
こ
の
一
年
、
福
島
高
校
は
ど

の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
。

【
授
業
】

入
学
式
・
始
業
式
の
の
ち
約
２
ヶ
月
に
わ
た
り

休
校
・
時
差
登
校
・
間
引
き
授
業
・
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
、
夏
季
休
業
短
縮
、
土
曜
授
業

【
学
校
行
事
】

対
面
式
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
梅
苑
祭
・
歩
こ
う
会
・

研
修
旅
行
等
の
中
止

【
部
活
動
】

部
登
録
後
活
動
禁
止
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
総
体
等

の
大
会
中
止
（
７
月
ま
で
）、
12
月
か
ら
活
動
制
限

３
年
生
は
、
新
学
期
が
始
ま
っ
て
か
ら
ほ
と
ん
ど

部
活
動
を
行
う
こ
と
な
く
、
引
退
と
い
う
生
徒
が
多

か
っ
た
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
共
通
テ
ス

ト
や
英
語
の
外
部
検
定
利
用
な
ど
を
め
ぐ
る
対
応
の

変
更
、
入
試
情
報
等
の
錯
綜
な
ど
、
受
験
に
お
い
て

column

「
エ
ー
ル
」
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昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
問
題
に
明
け
暮
れ
た
一

年
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
言
わ
れ
る
事
態
で
、

〝
自
粛
〟、〝
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
〟、〝
テ

レ
ワ
ー
ク
〟
な
ど
社
会
環
境
も
日

常
の
生
活
環
境
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　

福
島
高
校
に
お
い
て
も
、
昨
年

３
月
の
卒
業
式
、
４
月
の
入
学

式
は
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
異
例
の
縮

小
形
式
で
執
り
行
わ
れ
、
卒
業
生
、

在
校
生
、
新
入
生
、
教
職
員
、
保

護
者
い
ず
れ
の
方
々
に
と
っ
て
も

残
念
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
し

て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
運
営
も
苦
難
の
一
年

で
し
た
。
２
月
28
日
の
同
窓
会
入

会
式
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
中
止
。

５
月
15
日
の
第
１
回
役
員
会
は
書

面
開
催
で
、
芳
賀
裕
（
高
22
回
）、

菅
野
日
出
喜
（
高
23
回
）、
高
橋
雅

行
（
高
24
回
）
の
３
氏
を
副
会
長

に
委
嘱
。
10
月
16
日
の
第
２
回
役

員
会
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
考
え
た
配
置
の
も
と
に
マ
ス

ク
着
用
で
開
催
。
11
月
20
日
の
総

会
は
十
分
な
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
た
う
え
参
加
者
を
制
限
し
て
開

催
。
み
や
ぎ
梅
苑
会
の
担
当
に
よ

り
東
北
電
力
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
樋
口
康
二
郎
氏
（
高
28
回
）

の
記
念
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
の
関
東
梅
苑
祭
は
延

期
、
９
月
11
日
の
み
や
ぎ
梅
苑
会

総
会
は
中
止
。
11
月
21
日
、
会
員

の
熱
意
に
よ
り
関
東
梅
苑
祭
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
飯
舘
村

の
前
村
長
菅
野
典
雄
氏
（
高
17
回
）

が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
各
地
の
会
員
に

向
け
て
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電

力
原
発
事
故
後
の
対
応
な
ど
を

テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
同

窓
会
開
催
の
試
み
と
し
て
評
価
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
９
月
16
日
菅

内
閣
の
発
足
で
平
沢
勝
栄
氏
（
高

16
回
）
が
復
興
大
臣
に
就
任
さ
れ

た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
、

同
窓
会
と
し
て
も
誇
り
と
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
福
島
高
校
伝
統
の

応
援
歌
講
習
を
実
施
で
き
な
か
っ

た
一
年
生
に
校
歌
や
応
援
歌
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
高
校

72
回
卒
業
生
太
田
朝
弓
さ
ん
た
ち

の
発
案
に
よ
り
作
成
配
布
さ
れ

た
「
校
歌
・
應
援
歌
現
代
語
訳
集
」

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
成
果

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会

が
支
援
し
て
こ
の
「
校
歌
・
應
援

歌
現
代
語
訳
集
」
を
１
０
０
０
部

増
刷
し
、
今
後
の
新
入
生
に
配
布

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体

制
を
め
ぐ
る
議
論
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
一
日
も

早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
終
息
を
願
い
な
が
ら
、
会
員
の

皆
様
に
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
同
窓

会
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の

令
和
２
年
度
同
窓
会

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 624,127 624,127 
(2)入会金 945,000 930,000 卒業生（310名×3,000円）
(3)年会費 2,315,000 2,580,000 卒業生(310名×1,000円)

会員(923名)
(4)雑収入 100 10 利息等
(5)繰入金 1,000,000 1,000,000 母校後援会会計より

合　　計 4,884,227 5,134,137 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 6,053,112 6,053,112 
(2)会費 1,700,000 1,545,000 卒業生（310名×1,000円）

会員（647名）
(3)雑収入 50 3,033 利息、寄付

合　　計 7,753,162 7,601,145 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 3,894,233 3,894,233 
(2)積立金 500,000 500,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 32 利息

合　　計 4,394,283 4,394,265 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 8,000,214 8,000,214 
(2)寄付金 0 0 
(3)雑収入 50 68 利息

合　　計 8,000,264 8,000,282 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,956,774 2,956,774 
(2)同窓会梅基金 500,000 500,000 同窓会会員
(3)雑収入 100 22 寄付金、利息

合　　計 3,456,874 3,456,796 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)飛び梅交際費 450,000 509,279 旅費、接待費、贈答品
(2)飛び梅管理費 60,000 0 
(3)予備費 2,946,874 0 

合　　計 3,456,874 509,279 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 300,000 182,105 同窓会HP利用・更新、賞状名入れ、記念品
(2)部活動助成 300,000 200,000 全国大会出場助成等
(3)一般会計 1,000,000 1,000,000 一般会計への繰り入れ
(4)太宰府梅基金 500,000 500,000 太宰府梅基金への繰り入れ
(5)梅苑会館維持管理費 500,000 500,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ
(6)会員名簿管理費 710,000 715,550 会員データ管理業務
(7)母校設備費 1,500,000 1,497,366 iPad購入
(8)予備費 2,943,162 244,730 額縁購入

合　　計 7,753,162 4,839,751 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)修繕費 300,000 289,916 梅苑会館修繕費
(2)予備費 4,094,283 0 

合　　計 4,394,283 289,916 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 1,000,000 令和2年度交付金（2名）

合　　計 3,500,000 1,000,000 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 976,433 
(2)入会金 951,000 卒業生（317名×3,000円）
(3)年会費 2,317,000 卒業生（317×1,000円）

同窓会会員（約1,000名×2,000円）
(4)雑収入 50 利息
(5)繰入金 1,000,000 母校後援会会計より

合　　計 5,244,483 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 4,000,000 

(1)総会費 680,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 290,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 

２.運営費 875,000 
(1)会議費 200,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 5,000 文具費
(3)交際費 100,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 20,000 
(5)通信費 40,000 切手、葉書代
(6)旅　費 500,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 10,000 

３.予備費 369,483 
合　　計 5,244,483 

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 4,000,000 3,817,707 

(1)総会費 680,000 587,437 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 2,953,070 梅苑会報印刷、郵送代等
(3)母校後援費 290,000 277,200 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 0 

２.運営費 875,000 339,997 
(1)会議費 200,000 98,722 R1年第２回役員会

R2第1回役員会封筒送付代
(2)事務諸費 5,000 0 
(3)交際費 100,000 10,000 転出者餞別
(4)慶弔費 20,000 0 
(5)通信費 40,000 17,732 往復葉書、切手
(6)旅　費 500,000 212,220 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 10,000 1,323 一六奨学金関係書類送付代

３.予備費 9,227 0 
合　　計 4,884,227 4,157,704 

令和3年度 一般会計予算書(案) 令和2年度 一般会計決算書

令和2年度 母校後援会会計決算書

令和2年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書

令和2年度 福島高校同窓会一六回奨学金会計決算書

令和2年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計決算書

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,761,394 
(2)会費 1,700,000 卒業生（317名×1,000円）、同窓会会員（約500名）
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 4,461,444 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 4,104,349 
(2)積立金 500,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 4,604,399 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 7,000,282 
(2)同窓会寄付金 0 
(3)雑収入 50 利息

合　　計 7,000,332 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,947,517 
(2)同窓会梅基金 500,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 3,447,567 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 300,000 ＨＰ更新、母校への助成等
(2)部活動助成 300,000 全国大会出場の部への激励金
(3)一般会計 1,000,000 一般会計への繰入金
(4)太宰府梅基金 500,000 太宰府梅基金への繰り入れ金
(5)梅苑会館維持管理費 500,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ金
(6)会員名簿管理費 720,000 令和2年度分
(7)予備費 1,141,444 

合　　計 4,461,444 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 500,000 
(2)予備費 4,104,399 

合　　計 4,604,399 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 令和3年度交付金（7名）
(2)予備費 3,500,332 

合　　計 7,000,332 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅交際費 550,000 交際費、接待費、諸経費等
(2)飛び梅管理費 60,000 肥料・消毒代等
(3)予備費 2,837,567 

合　　計 3,447,567 
項目間の流用をお認め願います。

令和3年度 母校後援会会計予算書(案)

令和3年度 梅苑会館維持管理会計予算書（案）

令和3年度 一六回奨学金会計予算書（案）

令和3年度 太宰府梅基金会計予算書（案）

収入決算額･･･5,134,137円　支出決算額･･･4,157,704円　次年度へ繰越額･･･976,433円

収入決算額･･･7,601,145円　支出決算額･･･4,839,751円　次年度へ繰越額･･･2,761,394円

収入決算額･･･4,394,265円　支出決算額･･･289,916円　次年度へ繰越額･･･4,104,349円

収入決算額･･･8,000,282円　支出決算額･･･1,000,000円　次年度へ繰越額･･･7,000,282円

収入決算額･･･3,456,796円　支出決算額･･･509,279円　次年度へ繰越額･･･2,947,517円

　
令
和
２
年
度
「
福
高
同
窓
会
総
会
」
が
11
月
20
日
（
金
）
18
時
か
ら

ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
総
会

は
、
参
加
人
数
の
制
限
や
体
調
チ
ェ
ッ
ク
・
消
毒
な
ど
、
感
染
症
対
策

を
徹
底
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
福
島
県
出
身
者
と
し
て
は
初
の
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
さ
れ
た
、
東
北
電
力
株
式
会
社　
樋
口
康
二
郎
氏
（
高
校
第
28

回
卒
）
に
よ
る
「
震
災
後
10
年
を
振
り
返
っ
て
～
東
北
電
力
に
お
け
る

取
り
組
み
～
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
樋
口
氏
に
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
う
電
力
会
社
と
し
て
の
復
興
へ
の
歩
み
に
つ
い
て

熱
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
を
行
っ
た
後
、
会
長
・
校
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
各
議
案
の
承
認
、
規
約
改
正
の
議
決
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　令和3年度予算書（令和2年９月１日〜令和3年8月31日） 令和2年度決算書（令和元年９月１日〜令和2年8月31日）

同窓会会長
渡辺 健寿

（高校第17回卒）

福高

同窓会総会
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関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

初
め
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
関
東
梅
苑
祭
２
０
２
０
」

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

「
東
日
本
大
震
災
後
を
振
り
返
っ
て
」

◦
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
実
行
委
員
会

実
行
委
員
会
は
例
年
、
５
月
末
の

同
窓
会
開
催
に
向
け
て
、
１
月
末
頃

か
ら
会
議
を
始
め
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
渋
谷
の
信
陵
会
館

（
福
島
大
学
同
窓
会
東
京
支
部
）
に

集
ま
り
、
準
備
の
た
め
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は

感
染
が
広
が
り
始
め
た
４
月
以
降
の

会
議
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
は
、

今
で
は
仕
事
や
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

な
ど
で
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

使
い
始
め
た
頃
は
知
識
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
も
少
な
く
、
慣
れ
て
い
る
メ
ン

バ
ー
が
携
帯
電
話
で
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の

接
続
や
操
作
、
カ
メ
ラ
接
続
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

開
催
し
ま
し
た
。

◦
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
決
定

実
行
委
員
会
の
一
番
の
議
題
は

「
２
０
２
０
年
の
関
東
梅
苑
祭
を
ど

う
す
る
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
３
月
４
月
の
感
染
状
況
を
考
え

れ
ば
、
リ
ア
ル
開
催
の
見
送
り
は
メ

ン
バ
ー
の
一
致
し
た
気
持
ち
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に

つ
い
て
は
当
初
、
消
極
的
な
ム
ー
ド

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
経
験

し
た
り
、
仕
事
で
頻
繁
に
使
っ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
面
白

さ
・
可
能
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
や
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
た

こ
と
で
、
み
ん
な
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
論
の
中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
福
島
高
校
生
の
繋
が
り
の
場
や

交
流
の
縁
を
途
切
れ
さ
せ
た
く
な

い
」「
同
窓
会
活
動
の
よ
う
な
文
化

は
松
明
の
灯
火
の
よ
う
な
も
の
で
，

世
代
を
超
え
て
受
け
渡
し
て
い
く
こ

と
に
意
義
が
あ
る
」「
社
会
情
勢
が

変
わ
る
な
ら
、
そ
れ
に
応
じ
た
形
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
な
ど
の
気
持

ち
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
別
の
意

味
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◦
当
日
の
様
子

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
の
べ
40
名
ほ
ど

の
同
窓
生
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
関
東
梅
苑
会
・
戸
松
哲
男
会

長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
来
賓
の
渡
辺

健
寿
同
窓
会
会
長
と
竹
田
真
二
校
長
、

恩
師
の
加
藤
知
道
先
生
（
現
県
立
橘

高
校
校
長
）
か
ら
の
祝
辞
や
近
況
の

お
話
に
続
き
、
前
半
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
飯
舘
村
前
村
長
・
菅
野

典
雄
さ
ん
に
約
30
分
の
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
東

梅
苑
会
・
丹
治
清
吉
名
誉
会
長
の

乾
杯
で
懇
親
の
部
と
な
り
、
い
く
つ

か
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

（
ブ
レ
イ
ク
ル
ー
ム
）、
交
流
の
時
間

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
賓
や
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
は
、
福
島

民
報
社
の
会
議
室
か
ら
の
リ
モ
ー
ト

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
、
福
島
民
報
社
と
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
関
根
英
樹
さ
ん
（
33
回
）
に

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◦
や
り
終
え
た
感
想

当
日
参
加
し
た
同
窓
生
か
ら
、
こ

れ
ま
で
は
時
間
や
場
所
の
都
合
で
同

窓
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
参
加
で
き

た
、
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
な
ど
を
活
用
し
た
「
リ
モ
ー
ト

で
つ
な
が
る
取
組
み
」
は
今
後
、
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
と
は
関
係
な
く
、
同
窓

生
と
の
交
流
に
有
効
だ
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
改
善
や
見
直

し
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
こ
と
に
つ

い
て
は
実
行
委
員
全
員
が
前
向
き
に

感
じ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

交
流
の
機
会
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

関
東
梅
苑
会
は
、
平

成
５
年
に
同
窓
会
関

東
支
部
と
し
て
再
結

成
さ
れ
て
以
来
、「
定

期
総
会
」
と
「
関
東

梅
苑
祭
」
を
一
年
お

き
に
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら

昨
年
の
「
関
東
梅
苑

祭
」
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
リ
ア
ル
な
会
合

と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
活
用
し
て
11
月
21

日
（
土
）
17
時
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
開
催
ま
で
の

実
行
委
員
会
の
活
動

や
経
緯
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

鈴
木
美
慧（
高
59
回
）

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
菅
野
で

ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
３
月
で
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

全
村
避
難
と
い
う
困
難
な
状
況
の
中
、

飯
舘
村
村
長
と
し
て
経
験
し
た
こ
と

や
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
心

が
け
て
い
た
こ
と
な
ど
を
３
つ
ほ
ど

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
村
民
避
難
を
乗
り
越
え
て

—

柔
軟
な
発
想
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚—

ま
ず
１
つ
目
は
原
発
事
故
後
の
村

民
避
難
に
つ
い
て
の
こ
と
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
っ
て

原
発
事
故
が
起
き
、
直
ぐ
に
約
６
，

０
０
０
人
弱
の
村
民
を
全
員
避
難
さ

せ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
国
か
ら
の

通
達
が
あ
り
ま
し
た
。
全
村
民
を
非

難
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
事
態
、
も
ち

ろ
ん
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
緊
迫

す
る
状
況
の
中
で
ど
う
す
れ
ば
い
い

だ
ろ
う
と
非
常
に
悩
み
ま
し
た
。
放

射
能
に
対
し
て
は
百
人
百
様
の
考
え

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
物
事

を
進
め
る
こ
と
の
大
変
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

国
か
ら
は
避
難
先
と
し
て
長
野
県

や
岐
阜
県
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
が
、
お
断
り
し
ま
し
た
。
で
き
る

だ
け
早
く
遠
く
に
避
難
す
る
と
い
う

考
え
は
理
解
で
き
ま
し
た
が
、
避
難

し
て
生
活
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
る

リ
ス
ク
も
相
当
に
大
き
い
と
考
え
た

か
ら
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
は
村
か
ら
ク
ル
マ
で

１
時
間
以
内
の
と
こ
ろ
に
、
人
口
の

90
％
の
村
民
を
避
難
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
の
後
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
つ
い

て
、
ほ
か
の
自
治
体
よ
り
も
数
倍
も

多
く
、
村
民
と
話
し
合
い
の
場
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
お
互
い

に
本
音
の
話
が
で
き
た
こ
と
は
と
て

も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
主
的

に
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き

ま
し
た
し
、
避
難
先
か
ら
近
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
ス

ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
を
使
っ
て
村
の
学

校
に
通
う
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

周
り
の
方
々
に
は
、
固
定
観
念
に

こ
だ
わ
ら
ず
に
で
き
る
だ
け
柔
軟
に

考
え
ま
し
ょ
う
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

持
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
、
と
発
信
し

て
き
ま
し
た
。
放
射
能
の
リ
ス
ク
と
、

生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
起
き
る
リ
ス

ク
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、

村
民
の
方
々
に
避
難
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仕
事
柄
、
各
種
の
新
聞
を
読
む
習

慣
が
身
に
付
き
ま
し
た
が
、
新
聞
広

告
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
行
政
に

は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
発
想
が
あ

り
、
そ
れ
を
仕
事
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に
も
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

面
白
い
広
告
を
２
つ
持
っ
て
き
ま

し
た
。
男
性
の
大
き
な
腹
と
女
性
の

大
き
な
腹
を
突
き
合
わ
せ
た
写
真
は
、

少
子
化
問
題
と
肥
満
（
健
康
）
対
策

の
た
め
の
医
療
費
の
問
題
を
提
起
し

て
い
ま
す
。
凄
い
発
想
だ
な
と
思
い

ま
す
。
も
う
一
つ
の
方
に
は
、「
愛

を
注
い
で
く
れ
た
人
に
愛
で
応
え
た

い
」
と
い
う
コ
ピ
ー
が
入
っ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
常
々
「
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
誰
か
に
借
り
を
作
り
、

生
き
て
い
る
限
り
は
誰
か
に
世
話
に

な
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
生
き
て

ゆ
く
と
い
う
の
は
そ
の
借
り
を
返
し

て
い
く
こ
と
」
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
広
告
に
強
く
共
感
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
他
か
ら
の
視

点
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
「
気
づ
き
」
を

持
つ
こ
と
が
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
実
際
の
避
難
に
は
と
て
も

時
間
が
か
か
り
、
そ
の
過
程
で
住
民

の
方
か
ら
自
分
た
ち
を
モ
ル
モ
ッ
ト

に
す
る
の
か
？
な
ど
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
な

く
と
も
後
々
の
こ
と
ま
で
考
え
な
が

ら
避
難
の
方
策
を
と
っ
た
こ
と
が
、

今
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
生
き
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

放
射
性
物
質
に
対
す
る
村
民
の
異

な
る
温
度
差
の
中
で
、
村
長
と
し
て

決
断
し
進
め
る
こ
と
は
と
て
も
大
変

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分

と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
い
い
避
難
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
加
害
者
と
向
き
合
っ
て

—

「
ま
で
い
」の
心
の
大
切
さ—

２
つ
目
は
被
害
者
と
し
て
の
考
え

方
に
つ
い
て
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
避
難
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
強
い
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
い
え
ば
被
害
者
で
あ
り
、

加
害
者
が
誰
か
と
い
え
ば
、
原
発
事

故
を
起
こ
し
た
東
京
電
力
で
あ
り
、

ま
た
、
原
発
を
進
め
て
き
た
国
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
被
害
者
と

加
害
者
と
い
う
敵
対
す
る
関
係
に
な

る
わ
け
で
す
。
加
害
者
に
対
す
る
不

満
は
い
く
ら
で
も
あ
る
け
ど
、
起
き

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
い
く

ら
愚
痴
を
言
っ
て
も
何
の
解
決
に
も

な
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
も
少
し
で
も
復

興
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で

す
し
、
我
々
も
復
興
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
向
か
っ
て
い
る
方
向

は
同
じ
で
す
。
な
の
で
、
被
害
者
と

加
害
者
の
関
係
を
少
し
脇
に
置
い
て
、

お
互
い
に
目
指
す
と
こ
ろ
に
向
か
っ

て
、
提
案
を
出
し
合
い
、
話
し
合
い

を
進
め
、
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
飯
舘
村
は
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
で
国
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
で
す
し
、
通
常
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
一
つ
で
も
二
つ
で
も
村

民
に
提
供
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
行

政
や
私
の
使
命
な
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

道
路
の
除
染
は
表
土
を
５
cm
ほ
ど

削
り
、
き
れ
い
な
土
に
入
れ
替
え
る

工
事
で
す
。
多
く
の
農
家
は
、
公
道

か
ら
家
屋
に
入
る
部
分
が
長
い
砂
利

道
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
除
染
工
事
の
際
に
、
復
興
予
算

を
活
用
し
た
簡
易
舗
装
化
が
で
き
な

い
も
の
か
と
考
え
ま
し
た
。
簡
易
舗

装
に
す
る
場
合
、
半
分
は
農
家
負
担

で
、
半
分
は
飯
舘
村
負
担
と
い
う
制

度
を
つ
く
り
、
村
の
負
担
分
を
復
興

関
東
梅
苑
祭
２
０
２
０ 

前
飯
舘
村
村
長・菅
野
典
雄
さ
ん
講
演

新型コロナの感染状況を鑑み、従来の
ような同窓会会員にお集まりいだだく
形式での「2021年度総会」は実施致
しません。総会で執り行う議案審議は
ZOOMによるオンライン形式で行う予
定です。詳細はホームページにてお知
らせいたしますので、ご確認をお願い
いたします。

【お知らせ】
「2021年度定期総会」について

菅野典雄さん
（高17回）



　みやぎ梅苑会だより 関東梅苑会だより　

9 8

令
和
２
年
度
み
や
ぎ
梅
苑
会
の
主
な
活
動
は
ほ
ぼ
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
期
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
８
年
10
月
に
母
校
１
０
０
周
年
の
節
目
に
併
せ
宮
城
支
部
を
再
建
さ
せ
て
以
来

初
め
て
の
こ
と
で
残
念
で
す
。

主
な
活
動
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
２
月　
９
月
の
総
会
会
場
予
約

４
月　
み
や
ぎ
梅
苑
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
延
期
）

５
月　
同
窓
会
役
員
会
（
書
面
対
応
）

５
月　
梅
苑
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
延
期
）

５
月　
関
東
梅
苑
祭　
出
席
予
定
（
延
期
に
よ
り
出
席
せ
ず
）

６
月　
「
土
井
晩
翠
先
生
が
作
詞
し
た
校
歌
を
い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
し
ょ
う
の
会
」
実
行
委
員
会

　
　
　
出
席
（
10
月
開
催
予
定
の
「
歌
う
会
」
は
１
年
延
期
）

７
月　
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
会
（
士
業
の
会
）（
中
止
）

７
月　
役
員
会
・
学
年
幹
事
会
（
メ
ー
ル
に
て
開
催
）

８
月　
総
会
中
止
決
定　
内
容
を
郵
送
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知

10
月　
梅
苑
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
（
準
優
勝
）

11
月　
み
や
ぎ
梅
苑
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

11
月　
同
窓
会
総
会
出
席

　
　
　
記
念
講
演　
東
北
電
力
社
長　
樋
口
康
二
郎
氏

総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
10
月
で
支
部
再
建
後
25
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
企
画
を
凝
ら

し
て
開
催
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
年
延
期
し
令
和
３
年
10
月
に
開
催
予
定
の
「
土
井
晩
翠
先
生
が
作
詞
し
た
校
歌
を
歌
う
会
」
は

第
10
回
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
参
加
者
を
増
や
し
福
島
高
校
校
歌
を
大
声
で
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
発
足
し
た
士
業
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
会
」（
弁
護
士
、
公
認

会
計
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
社
労
士
、
行
政
書
士
、
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
等　
約

30
名
が
参
画
）
の
活
動
（
相
談
会
、
研
修
会
）
も
再
開
い
た
し
ま
す
。

有
志
に
よ
り
企
画
し
た
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
観
戦
み
や
ぎ
梅
苑
シ
ー
ト
も
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
も
当
支
部
の
活
動
に
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

みやぎ梅苑会ゴルフチームメンバー
梅苑会親睦ゴルフ大会　準優勝でし
た。来年は、優勝を目指します。

平成30年度の総会において、歴代
の会長より以前からの悲願であった
「みやぎ梅苑会の会旗」を寄贈いた
だきました。

「土井晩翠先生が作詞した校歌を歌
いましょうの会」で披露しました。

み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
勝
て
な
か
っ
た
　
み
や
ぎ
梅
苑
会

「
活
発
な
み
や
ぎ
梅
苑
会
に
」

第
八
代
会
長　
佐
藤
隆
（
高
校
15
回
卒 

現

会
長
）

令
和
2
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
異
常

な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
・
懇
親
会

も
開
催
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
活
動
も
な
い

ま
ま
年
末
と
な
り
ま
し
た
。

間
も
な
く
迎
え
る
令
和
3
年
こ
そ
充
実

し
た
み
や
ぎ
梅
苑
会
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

福
島
高
校
卒
の
私
達
に
と
っ
て
仙
台
は

東
北
の
中
心
都
市
で
あ
り
隣
り
町
で
す
。

会
員
皆
さ
ま
の
力
で
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
を
把
握

し
声
を
掛
け
合
い
組
織
の
拡
大
と
充
実
を

は
か
る
一
年
に
す
べ
き
で
す
。

会
の
内
容
も
検
討
し
、
会
員
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
先
輩
を
大
事
に
、
後
輩
に
は
優
し
く

相
談
相
手
に
な
れ
る
楽
し
い
同
窓
会
に
し

て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
み
や

ぎ
梅
苑
会
の
目
標
で
す
。

「
み
や
ぎ
梅
苑
会
の
思
い
出
」

第
七
代
会
長　
鈴
木
征
夫
（
高
校
12
回
卒
）

　
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
、3
名
の

　
歴
代
会
長
よ
り
会
旗
、同
窓
会
へ
の

　
お
も
い
を
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
同
窓
会
に
携
わ
っ
た
の
は
、
み
や

ぎ
梅
苑
会
と
し
て
再
結
集
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
平
成
8
年
2
年
前
で
す
の
で
、
そ

れ
か
ら
25
年
、
四
半
世
紀
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
。

当
初
は
職
域
毎
の
集
ま
り
で
し
た
が
、

宮
城
県
内
に
所
在
す
る
同
窓
生
は
そ
れ
こ

そ
大
変
な
人
数
で
す
の
で
、
そ
れ
を
な
ん

と
か
纏
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
の
思

い
で
始
ま
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

爾
来
、
今
日
ま
で
年
1
回
の
総
会
・
懇

親
会
を
メ
イ
ン
行
事
に
活
動
を
続
け
て
お

り
、
参
加
人
員
は
当
初
の
思
惑
ほ
ど
増
え

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
先
輩
の
方
々
が
培
っ

て
呉
れ
た
親
し
み
の
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

会
が
存
続
し
て
お
り
う
れ
し
い
限
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。

21
世
紀
に
入
っ
て
早
や
20
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
大
変

な
時
代
で
す
。
加
え
て
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩

が
人
間
性
を
軽
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
一

面
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
み
や
ぎ
梅
苑
会
の

設
立
目
的
で
あ
り
ま
す
「
会
員
相
互
の
揺

る
ぎ
な
い
心
の
絆
を
深
め
よ
う
」
と
い
う

活
動
は
世
の
中
が
い
か
に
変
わ
っ
て
も
代

わ
る
こ
と
の
な
い
ポ
リ
シ
ー
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
に
も
東
日
本
大
震
災
に

合
わ
せ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｚ

Ａ
会
（
士
業
交
流
会
）」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
会
は
同
窓
生
の
困
り
ご

と
、
悩
み
ご
と
の
相
談
に
乗
っ
て
呉
れ
る

方
々
の
集
ま
り
で
す
の
で
、
私
ど
も
同
窓

生
に
と
り
ま
し
て
安
心
感
の
あ
る
存
在
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
社
会
で
す
。

比
較
的
多
い
医
療
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

同
窓
生
に
頑
張
っ
て
何
と
か
こ
の
困
難
な

時
期
を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
と
エ
ー
ル

を
贈
り
ま
す
。

同
窓
会
は
母
校
を
思
う
同
窓
生
を
束
ね

て
母
校
の
最
大
の
応
援
団
に
な
る
こ
と
で

す
。
同
窓
生
同
士
の
助
け
合
い
を
通
し
て

繋
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
ど
も
の
「
心
の
縁
」
に
な
っ
て
お
り

ま
す
母
校
の
さ
ら
な
る
繁
栄
を
願
い
な
が

ら
、
み
や
ぎ
梅
苑
会
を
盛
り
上
げ
て
行
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
み
や
ぎ
梅
苑
会
会
旗
へ
の
思
い
」

第
六
代
会
長　
歌
川
和
夫
（
高
校
17
回
卒
）

私
が
会
長
を
努
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
た

頃
か
ら
支
部
総
会
や
土
井
晩
翠
先
生
作
曲

の
校
歌
を
歌
う
会
の
壇
上
に
は
掲
げ
た
い

と
「
み
や
ぎ
梅
苑
会
会
旗
」
の
議
論
は
あ

り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
実

現
で
き
な
い
ま
ま
で
し
た
。
従
っ
て
、
直

近
歴
代
会
長
に
よ
る
寄
贈
の
提
案
に
対
し

て
は
快
諾
さ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

09
年
の
総
会
で
突
然
会
長
に
任
命
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
名
ば
か
り
の
役
員
で
あ
っ
た
丈

に
大
き
な
驚
き
と
と
も
に
戸
惑
い
な
が
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
事
務
局
の
強
力

な
サ
ポ
ー
ト
と
諸
先
輩
な
ら
び
に
会
員
各

位
の
暖
か
い
ご
支
援
を
頂
き
乍
ら
何
と
か

務
め
さ
せ
て
頂
い
た
事
に
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
後
は
本
部
役
員
会
や
総
会
お

よ
び
関
東
梅
苑
会
総
会
に
も
出
席
さ
せ
て

頂
き
、
多
く
の
方
々
と
交
流
さ
せ
て
頂
け

た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。
同
窓
会
出

席
の
度
に
福
島
高
校
同
窓
生
の
素
晴
ら
し

さ
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
そ
の
一
員
で

あ
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
感
じ
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。 

♪
福
島
高
校
栄
え
よ
永
く

♪　

母
校
の
発
展
と
同
窓
会
の
隆
盛
を
祈

念
致
し
ま
す
。

予
算
で
補
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。
し
か
し
、
何
度
国
に
お
願

い
し
て
も
、
私
道
の
舗
装
に
国
の
税

金
は
使
え
ま
せ
ん
、
と
の
理
由
で
拒

否
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
通
常
で
あ

れ
ば
そ
の
理
屈
は
十
分
理
解
で
き
る

の
で
す
が
、
こ
れ
は
特
別
な
状
況
下

の
話
で
す
。
村
民
に
何
か
し
て
あ
げ

ら
れ
な
い
か
、
と
い
う
思
い
で
１
年

半
ぐ
ら
い
粘
り
強
く
国
に
交
渉
し
ま

し
た
。
役
場
の
職
員
か
ら
も
「
国
の

言
い
分
が
正
し
い
の
で
、
村
長
も
う

諦
め
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
た

頃
に
、
国
か
ら
嬉
し
い
知
ら
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
家
屋
に
入
る

道
は
郵
便
局
員
が
使
う
道
で
も
あ
る

の
で
、
飯
舘
村
が
事
業
主
に
な
っ
て

村
道
と
し
て
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
費
用
に
復
興
予
算
を
出
す
こ
と
は

や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
う
し
て
、
簡
易
舗
装
で
は

な
い
し
っ
か
り
し
た
舗
装
道
路
工
事

が
当
初
の
３
０
０
戸
か
ら
６
０
０
戸

に
拡
大
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
思
い
を
し
っ
か

り
伝
え
な
が
ら
も
、
相
手
の
立
場
も

配
慮
し
、
一
方
的
で
は
な
い
話
し
合

い
を
進
め
た
結
果
、
実
を
結
ん
だ
こ

と
で
す
。
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
こ
と
は
、
飯
舘
村
が
大

切
に
し
て
い
る
「
ま
で
い
」
の
精
神

に
つ
な
が
り
ま
す
。「
ま
で
い
」
と

は
両
手
と
い
う
意
味
の
福
島
県
の
方

言
で
、
漢
字
で
は
「
真
手
」
と
書
き

ま
す
。
両
手
に
由
来
し
、
大
切
に
、

念
入
り
に
、
手
間
暇
惜
し
ま
ず
、
心

を
込
め
て
、
つ
つ
ま
し
く
な
ど
の
意

味
も
あ
り
ま
す
。
飯
舘
村
が
、
お
互

い
様
、
相
手
に
心
を
か
け
る
、
心
の

シ
ェ
ア
を
す
る
な
ど
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

間
も
な
く
完
成
す
る
大
型
の
焼
却

場
も
そ
の
一
つ
で
す
。
作
っ
て
も
ら

う
こ
と
の
条
件
は
、
福
島
市
な
ど
近

隣
地
区
の
汚
泥
の
処
理
を
受
け
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
普
通
で
あ

れ
ば
と
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
条

件
で
す
が
、
避
難
し
て
い
る
村
民
が

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
近
隣
市
町
村

へ
の
恩
返
し
を
す
る
こ
と
は
「
ま
で

い
」
の
考
え
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、

飯
舘
村
の
先
輩
た
ち
に
よ
っ
て
受
け

継
が
れ
た
気
概
だ
と
考
え
て
、
そ
の

事
業
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
入
れ

て
積
み
あ
が
っ
て
い
る
汚
染
土
壌
に

つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
中
間
貯
蔵

さ
れ
る
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
十
分

な
安
全
対
策
に
つ
い
て
国
と
話
し
合

い
な
が
ら
、
再
利
用
の
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。「
ま
で
い
」
の
精
神
や
、

相
手
の
立
場
に
思
い
を
か
け
て
こ
ち

ら
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
で
、
飯
舘

村
の
復
興
は
大
き
く
進
展
し
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
次
世
代
を
考
え
る

—

豊
か
さ
の
見
直
し—

飯
舘
村
の
年
間
予
算
は
、
震
災
以
前

は
40
億
円
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
復
興
事
業
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
予
算
は
ど
ん
ど
ん
増
大
し
、
最

高
２
０
０
億
円
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
役
場
で
は
普
通
の
数
倍
も

の
仕
事
を
行
い
、
非
常
に
忙
し
い
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
県
も
国
も

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
二
度
と
原

発
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
こ

の
事
故
か
ら
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と

を
し
っ
か
り
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ

と
な
の
で
す
が
、
日
々
の
仕
事
に
追

わ
れ
て
、
国
も
県
も
私
た
ち
も
忘
れ

が
ち
に
な
っ
て
い
る
と
、
ず
っ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
伝
え
る
べ
き
こ

と
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
成
長
社

会
か
ら
成
熟
社
会
へ
の
転
換
で
す
。

日
本
は
戦
後
ず
っ
と
成
長
し
続
け

て
、
そ
の
結
果
い
ま
の
日
本
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
歩

み
は
正
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
だ
け
モ
ノ
が
豊
富
な
時

代
に
な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
中

流
層
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に

も
っ
と
上
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

今
以
上
に
電
気
が
必
要
に
な
り
、
危

う
さ
が
増
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

24
時
間
明
る
い
社
会
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
便
利
で
豊
か
で
幸
せ
な
社

会
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
き
れ
い
な

星
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
を
ど
ん
ど
ん

広
げ
て
い
る
こ
と
を
次
世
代
に
つ
な

ぐ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
違
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
ペ
イ
ン
の
「
多
く
持
っ
て
な
い

人
が
貧
し
い
の
で
は
な
く
て
、
多
く

欲
し
が
る
人
が
貧
し
い
の
だ
」
と
い

う
諺
や
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
「
年
寄
り

た
ち
の
犯
し
た
罪
の
罰
を
こ
ど
も
た

ち
が
受
け
る
」
と
い
う
諺
は
、
一
生

懸
命
に
次
の
世
代
の
た
め
に
頑
張
っ

て
豊
か
さ
を
高
め
て
も
、
結
果
的
に

は
そ
の
豊
か
さ
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
弊
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ

と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

今
１
０
０
万
人
も
の
大
人
の
引
き

こ
も
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。
個
人
的

に
は
そ
の
大
き
な
原
因
は
豊
か
さ
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
教
育
に
も
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
代
は

既
に
成
熟
社
会
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
豊
か
さ
や
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
正
し
く
次
世
代
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
、
安
心
で
安
全
な
社
会
が

続
く
よ
う
、
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」
と
い
う
考
え

方
は
、
小
さ
な
村
の
生
き
残
り
策
だ

と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
原
発
事
故
に
遭
い
ま
し

た
。
避
難
生
活
を
経
験
し
て
思
う
こ

と
は
、
日
本
の
20
年
30
年
後
の
社
会

の
在
る
べ
き
姿
が「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

飯
舘
村
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

大
変
な
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
し
、

ま
だ
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
が
、
一

方
で
は
こ
う
し
た
災
害
が
な
け
れ
ば
、

で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
考
え
な
か
っ

た
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
た
だ

大
変
な
こ
と
、
苦
し
み
辛
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
か
っ
た
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
心
に
刻
み
、

こ
れ
か
ら
の
困
難
に
も
向
き
合
っ
て

い
く
こ
と
が
、
心
身
共
に
健
康
で
い

ら
れ
る
秘
訣
な
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

村
長
を
退
職
す
る
間
際
に
『
モ
ノ

ハ
カ
ン
ガ
エ
ヨ
ウ
』
と
い
う
本
を
執

筆
し
ま
し
た
。
生
き
て
い
く
う
え
で
、

こ
れ
か
ら
困
難
な
こ
と
が
お
き
な
い

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
そ
れ

を
プ
ラ
ス
に
と
る
か
マ
イ
ナ
ス
に
と

る
か
は
考
え
よ
う
で
す
し
、
も
し
楽

な
道
と
困
難
な
道
を
選
ぶ
こ
と
が
あ

る
な
ら
ば
、
絶
対
に
困
難
な
道
を
選

ん
だ
方
が
あ
な
た
の
た
め
に
な
り
ま

す
、
と
い
う
こ
と
を
本
に
書
い
て
い

ま
す
。

村
民
も
自
分
も
大
変
な
思
い
を
し

ま
し
た
が
、
普
通
の
人
が
経
験
で
き

な
い
道
を
切
り
開
い
て
き
た
経
験
は
、

き
っ
と
自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



母校だより　　進学展望

大学合格者数（過年度卒を含む）

項 令和
元年

平成
31年

平成
30年

平成
29年

合

格

者

数

国

公

立

大

北 海 道 大 3 3 6 4
岩 手 大 1 5 2 5
東 北 大 35 29 34 34
山 形 大 15 19 6 12
福 島 大 37 36 25 36
茨 城 大 6 4 3 2
筑 波 大 8 8 2 5
宇 都 宮 大 8 5 8 3
埼 玉 大 9 13 6 10
千 葉 大 5 13 14 8
東 京 大 8 4 5 3
東 京 外 語 大 2 1 1 2
東 京 工 業 大 0 1 0 3
一 橋 大 2 3 0 0
横 浜 国 立 大 0 2 0 3
新 潟 大 17 31 13 20
京 都 大 2 3 3 2
そ の 他 31 19 38 26
県 立 医 科 大 14 12 18 20
高 崎 経 済 大 0 4 4 2
そ の 他 16 10 11 18
小 計 219 225 199 218

私

立

大

慶 應 義 塾 大 11 5 2 7
早 稲 田 大 15 12 14 23
中 央 大 17 18 19 35
明 治 大 27 16 27 27
法 政 大 11 11 15 25
立 教 大 15 6 7 14
日 本 大 15 15 22 23
東 北 学 院 大 24 22 13 6
同 志 社 大 1 2 8 4
そ の 他 240 192 210 239
小 計 376 299 337 403

準 大 学 0 2 0 2
短 期 大 学 4 1 2 0
各 種 学 校 2 2 2 1
合 計 601 529 540 624

就 職 1 1 3 0

入試出願状況（現役の延べ数・推薦、AOは含まない）2月16日現在

項 大学名 令和
2年

令和
元年

平成
31年

平成
30年

国

公

立

大

北 海 道 大 12 10 23 11
岩 手 大 1 3 7 3
東 北 大 50 59 54 77
山 形 大 22 30 32 16
福 島 大 103 91 91 69
茨 城 大 10 11 17 9
筑 波 大 14 13 17 9
宇 都 宮 大 5 11 8 11
埼 玉 大 17 19 14 19
千 葉 大 22 23 30 26
東 京 大 10 9 14 14
東 京 外 語 大 0 6 1 4
東 京 工 業 大 5 0 5 3
一 橋 大 4 1 4 2
横 浜 国 立 大 4 2 6 6
新 潟 大 32 39 52 46
京 都 大 4 8 6 2
そ の 他 63 62 45 62
県 立 医 科 大 25 17 36 33
県 立 会 津 大 3 4 3 3
高 崎 経 済 大 5 2 9 14
そ の 他 40 25 31 21

私

立

大

東 北 学 院 大 25 25 25 16
青 山 学 院 大 6 10 8 28
慶 應 義 塾 大 8 9 8 12
上 智 大 1 5 3 4
中 央 大 47 36 31 47
東 京 理 科 大 14 21 27 14
日 本 大 10 13 25 18
法 政 大 57 26 40 68
明 治 大 31 35 44 67
立 教 大 22 17 14 20
早 稲 田 大 21 33 39 54
そ の 他 252 328 289 327

国 立 大 学 合 計 378 397 426 389
公 立 大 学 合 計 73 48 79 71
私 立 大 学 合 計 494 558 553 675
総 計 945 1,003 1,058 1,135 
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令
和
三
年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

の
志
願
者
数
は
五
十
三
万
五
千
二
百
四
十

五
人
で
昨
年
よ
り
二
万
二
千
四
百
五
十
四

人
減
少
し
た
。
な
お
福
島
県
内
で
は
昨
年

度
よ
り
三
百
人
程
度
少
な
い
出
願
数
で

あ
っ
た
。
昨
年
ま
で
の
「
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
」
が
終
了
し
、「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」
に
変
わ
っ
た
た
め
今
年
度
が

最
初
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
な
っ
た
。

昨
年
度
出
題
さ
れ
た
、
対
話
形
式
の
問
題
、

イ
ラ
ス
ト
か
ら
選
ぶ
問
題
、
実
験
を
題
材

と
し
た
問
題
な
ど
が
共
通
テ
ス
ト
で
も
出

題
さ
れ
た
が
、
本
校
生
は
落
ち
着
い
て
二

日
間
の
試
験
に
臨
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　
全
国
の
科
目
別
平
均
点
で
は
、
今
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
た
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

リ
ス
ニ
ン
グ
は
平
均
点
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
も
の
の
上
位
者
が
減
少
し
難
化
し
た
。

国
語
は
前
年
並
み
の
難
易
度
だ
っ
た
。
昨

年
難
化
し
た
数
学
Ⅰ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
の
点
数
は

大
幅
に
上
昇
し
た
。
理
科
で
は
生
物
と
化

学
で
平
均
点
の
差
が
二
十
点
以
上
と
な
り
、

得
点
調
整
が
行
わ
れ
、
化
学
、
物
理
で
加

点
さ
れ
た
。
ま
た
、
倫
理
と
政
治
・
経
済

で
も
得
点
調
整
が
行
わ
れ
、
政
治
・
経

済
、
現
代
社
会
で
加
点
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
平
均
点
が
や
や
上
昇
し
、
七
科
目
の

平
均
点
（
九
百
点
満
点
）
は
文
系
・
理
系

と
も
に
昨
年
度
を
五
～
十
点
程
度
上
回
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
結
果
的
に
高
得
点

者
が
多
い
得
点
分
布
に
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
理
科
や
地
歴
公
民
の
科
目
に
得
点
調

整
が
行
わ
れ
た
た
め
、
受
験
生
に
と
っ
て

は
公
平
な
結
果
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
国
公
立
大

が
堅
調
な
人
気
を
示
す
一
方
、
私
立
大
は

昨
年
は
前
年
の
反
動
か
ら
出
願
が
少
な

か
っ
た
が
今
年
度
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
堅
実
な
出
願
を
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
学
部
別
動
向
に
も
変

化
が
見
ら
れ
、
法
学
・
経
済
系
は
前
年
並

み
だ
が
、
国
際
学
部
や
文
学
部
（
語
学
系

統
）
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
理
工
系
は
前

年
並
み
だ
が
、
分
野
に
よ
る
差
が
大
き
く
、

情
報
系
の
人
気
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
医
学
系
統
、
薬
学
系
統
な
ど
理
系
学

部
の
志
願
数
が
増
加
し
て
い
る
。
文
理
融

合
型
の
学
部
の
人
気
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
本
校
に
お
け
る
志
願
動
向
だ
が
、
国
公

立
で
は
旧
帝
大
を
中
心
と
し
た
難
関
大
学

や
地
域
拠
点
大
学
へ
の
出
願
も
ほ
ぼ
例
年

通
り
だ
っ
た
。
具
体
的
な
出
願
数
に
つ
い

て
は
下
記
の
「
入
試
出
願
状
況
」
に
示
す
。

　
今
年
は
東
北
大
の
出
願
数
は
Ａ
Ｏ
入
試

を
含
め
や
や
減
少
し
た
が
、
北
海
道
大
は

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
山
形
大
の
出
願
数

は
減
少
し
た
が
、
福
島
大
は
逆
に
増
加
し

た
。
近
年
増
加
し
て
い
た
新
潟
大
は
今
年

は
昨
年
に
引
き
続
き
出
願
数
が
減
少
し
た
。

ま
た
、
東
京
大
、
京
都
大
、
一
橋
大
、
東

京
工
業
大
と
い
っ
た
超
難
関
校
に
も
多
く

の
本
校
生
が
挑
戦
す
る
。

　
私
立
大
学
で
は
例
年
通
り
首
都
圏
の
大

学
へ
の
出
願
が
多
い
が
、
中
央
大
、
法
政

大
な
ど
へ
の
出
願
が
増
加
し
た
一
方
で
、

早
稲
田
大
、
東
京
理
科
大
な
ど
は
減
少
し

て
お
り
、
以
前
よ
り
少
な
い
出
願
数
と

な
っ
て
い
る
。

　

新
し
い
入
試
制
度
を
は
じ
め
と
し
て

様
々
な
変
化
が
待
ち
受
け
て
い
る
が
、
福

高
の
精
神
で
あ
る
「
世
の
為
た
れ
」
の
実

現
に
向
け
、
全
国
津
々
浦
々
に
美
し
い
梅

花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向

10
月
19
日
、
生
徒
昇
降
口
前
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ー
ト
に
、
太
鼓
の
音

と
「
声
が
小
い
せ
～
」
と
い
う
２
年

生
の
怒
鳴
り
声
、そ
し
て「
オ
ス
ッ
」

と
い
う
１
年
生
の
返
事
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。「
こ
れ
が
福
高
だ
」
と
久

し
振
り
に
実
感
し
た
時
間
で
し
た
。

４
月
の
実
施
を
見
送
っ
て
い
た
１
年

生
の
応
援
歌
講
習
で
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
本

校
の
学
校
運
営
に
も
大
き
く
影
を
落

と
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で

あ
り
ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら
約
１
ヶ

月
に
わ
た
る
臨
時
休
校
が
あ
り
、
学

校
行
事
に
つ
い
て
は
、
１
年
生
の
応

援
歌
講
習
は
先
ほ
ど
の
と
お
り
10
月

末
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
密
を
避
け

る
た
め
学
年
を
２
分
割
し
、
期
間
を

短
縮
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
梅
苑
祭
に
つ
い
て
は
一
般
公

開
は
せ
ず
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
動
画
を

撮
影
し
上
映
す
る
「Fukuko Film

 
Festival

（FF

祭
）」
と
い
う
形
で

校
内
の
み
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
行
事
の
実
施
に
当
た
り
、

原
動
力
と
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
生

徒
た
ち
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況

で
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

形
な
ら
で
き
る
の
か
を
、
生
徒
た
ち

が
追
求
し
て
き
た
結
果
が
、
行
事
の

実
現
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

部
活
動
に
つ
い
て
も
、
県
大
会
や

全
国
大
会
の
中
止
が
相
次
ぎ
、
３
年

生
は
煮
え
切
ら
な
い
思
い
を
抱
き
な

が
ら
引
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
実

施
さ
れ
た
数
少
な
い
大
会
で
、
陸
上

競
技
部
は
男
子
１
０
０
ｍ
で
全
国
大

会
に
出
場
を
果
た
し
、
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
部
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
さ
れ
た
研
究
発
表
会
で
文
部
科
学

大
臣
特
別
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
ク
ラ
ス
数
減
の
２

年
目
で
、
１・
２
年
生
が
７
ク
ラ
ス
、

３
年
生
の
み
８
ク
ラ
ス
と
な
り
、
生

徒
数
は
約
８
８
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
数
の
減
は
、
少
子
化
等
に
対

応
し
、
県
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い

る
高
等
学
校
改
革
の
一
環
で
あ
り
ま

す
。こ

の
改
革
で
本
校
に
大
き
く
関
わ

る
件
が
も
う
一
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
は
令
和
４
年
度
の
入
学
生
か
ら

「
単
位
制
」
を
導
入
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。現
在
は「
学
年
制
」

で
、
学
年
に
よ
っ
て
学
習
す
る
科
目

が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
成
績
が
満
た

さ
れ
た
と
き
に
次
の
学
年
に
進
級
と

な
り
ま
す
が
、「
単
位
制
」
に
は
学

年
と
い
う
概
念
は
な
く
、
学
習
す
る

科
目
を
自
由
に
各
人
が
選
択
で
き
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

本
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま

し
い
の
か
を
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

 

同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
年
も
、
全
国
大
会
出
場
者
へ
の
激

励
金
や
一
六
回
の
奨
学
金
な
ど
数
々

の
御
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
混
迷
す
る
世
の
中
に
お
い
て
も
、

答
え
の
な
い
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て

い
け
る
よ
う
な
、
た
く
ま
し
い
福
高

生
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【硬式テニス部】
◦福島県高等学校新人体育大会テニス競技
　男子団体　３位
　女子団体　ベスト８
◦福島県春季選抜ジュニアシングルステニス選手権大会
　男子Ｕ 18 緑川瑛隼　７位
◦福島県ダブルステニス選手権大会ジュニアの部
　男子　緑川瑛隼・本田亮斗　５位
【ソフトテニス部】
◦福島県高等学校ソフトテニスインドア選手権大会
　団体　ベスト 8
【陸上競技部】
◦全国高等学校陸上競技大会
　男子 100 ｍ　B 決勝　7 位　志賀理望
◦全国高等学校リモート陸上競技選手権大会
　男子 100 ｍ　９位（9516 人中）　志賀理望
◦東北高等学校新人陸上競技選手権大会
　男子 5000 ｍ出場　松田　脩
　女子走高跳出場　児玉亜依

【ラグビー部】
◦福島県高等学校新人体育大会ラグビーフットボール競技
　Ｂブロック（７人制）　優勝
【写真部】
◦福島県写真展　優秀賞　氏家　花爾
【囲碁部】
◦福島県高校囲碁新人大会女子個人戦
　優　勝　丹野 千咲
　準優勝　佐藤 明璃
◦東北地区高校囲碁選手権大会　団体戦出場
【スーパーサイエンス部】
◦全国ＳＳＨ生徒研究発表会　生徒投票賞　伊藤英聖
◦化学グランプリ 2020 全国大会　銀賞 　菊地裕斗
◦令和２年度「科学の甲子園」福島県大会　準優勝
　石黒勇樹　小椋蒼士　佐藤真里佳　錫谷智　長南宥生
　和田晴人　中村心音　廣居桜子
◦福島県生徒理科研究発表会
　最優秀賞　地学部門「福島盆地内の孤立丘についての研究」諏訪優太
【梅章委員会】
◦全国高等学校総合文化祭　新聞部門
◦全国高校新聞年間紙面審査賞　優良賞

福島高等学校長
竹田 真二

「
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
」

部活動成績

福高生の活
躍!!

福高生の活
躍!!



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会長 渡辺　健寿 高17回
副会長 佐藤　　隆 高15回
副会長 久米　允彦 高16回
副会長 戸松　哲男 高19回
副会長 芳賀    裕 高22回
副会長 菅野　日出喜 高23回
副会長 高橋　雅行 高24回

常任理事 磯貝　健郎 高13回
常任理事 上竹　　豊 高14回
常任理事 富田　建一郎 高16回
常任理事 長谷川　好美 高17回
常任理事 熊坂　英二 高18回
常任理事 佐久間　政文 高19回
常任理事 佐藤　信雄 高21回
常任理事 加藤　典義 高23回
常任理事 渡邉　　誠 高25回

監事 松野　孝司 高20回
監事 尾形　克彦 高22回
理事 角田　征雄 高12回
理事 三瓶　昌久 高13回
理事 久家　孝夫 高13回

田中　訓樹 高22回

鈴木　公一 高32回

国分　　聡 高33回

中原　　勝 高41回

八巻　　勤 高42回

渡辺　洋生 高43回

菅野　祐智 高44回

我妻　　智 高46回

根本　浩之 高46回

菅野　陽介 高54回

渡邊　優輔 高54回

菅野　祐哉 高56回

令和２年度
同窓会事務局員

令和２年度　同窓会役員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

2020.03.27 18歳までに知っておきたい法のはなし 神坪浩喜 神坪浩喜

2020.03.27 「LINE公式アカウント」
5G時代の“神”営業術 菅谷信一 菅谷信一

2020.03.27 いっしょに　2019 高松ボランティア協会

2020.03.27 芭蕉との対話　五十音順篇 松尾芭蕉
剣持雅舟 剣持文庫

2020.03.30 幸福について ショーペンハウ
アー 福高21回卒有志

2020.03.30 コンパスローズ英和辞典 赤須薫 福高21回卒有志

2020.04.3 自治体職員のための
ようこそ地方自治法　［第3版］ 板垣勝彦 板垣勝彦

（福高51回卒）

2020.04.3 未来への遺産
東北大学大学院文
学研究科講演・出
版企画委員会

東北大学大学院文学研究科
講演・出版企画委員会

2020.04.3 最前線の生命科学者23人が教える　
いのちを科学する仕事 朝日新聞出版 テルモ生命科学振興財団

2020.04.3 海はだれのものか 秋道智彌
角南篤

笹川平和財団
海洋政策研究所

2020.04.3 海洋白書　2020　 笹川平和財団
海洋政策研究所

2020.04.3 歌集白い虹 近藤栄昭 近藤栄昭

2020.04.3 民法概論　 4　債権各論 山野目章夫 山野目章夫（福高29回卒）
高橋俊文（福高38回卒）

2020.06.30 政教社の研究 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.06.30 季刊日本思想史　No.67
特集―近代の歴史思想 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.06.30 近代史科学の射程
明治太政官文書研究序説 中野目徹　 中野目徹（福高31回卒）

2020.06.30 書生と官員　明治思想史点景 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.06.30 明治の青年とナショナリズム
政教社・日本新聞社の群像 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.06.30 近代日本の思想をさぐる
研究のための15の視角 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.06.30 三宅雪嶺 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

2020.06.30 官僚制の思想史
近現代日本社会の断面 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.07.15 明六雑誌　上 山室信一
中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.07.15 明六雑誌　中 山室信一
中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.07.15 明六雑誌　下 山室信一
中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.07.15 筑波大学中野目ゼミ20年の歩み　
1992－2012

筑波大学中野目
ゼミ二十周年記念
行事準備会

中野目徹（福高31回卒）

2020.07.15 鈴木虎雄　史料の整理と解読 中野目徹
田中友香 中野目徹（福高31回卒）

2020.07.15 公文書管理法とアーカイブズ
史料としての公文書 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.07.15 中野目徹　履歴年譜・著作目録　
〈1960－2020〉 中野目徹 中野目徹（福高31回卒）

2020.07.15 県文学集　第67集
第72回福島県文学賞受賞作品集

福島県文化スポー
ツ局文化振興課

福島県文化スポーツ局
文化振興課

2020.09.30 「第１７回八香会となかま展」の
出品作品の記録 八香会 八香会（福高８回卒）

2020.09.30
世界の日本語学習者（64カ国・地域の
112人が書いた　ユニークな「日本文
化」論　

大森和夫
大森弘子

大森和夫
大森弘子

2020.09.30 情熱のアフリカ大陸サラヤ「消毒剤普及
プロジェクト」の全記録 田島隆雄 幻冬舎メディア

コンサルティング

2020.09.30 前祝いの法則
日本古来最強の引き寄せ

ひすいこたろう、
大嶋啓介 人間力大學

2020.10.23 「学校図書館ガイドライン」
活用ハンドブック　実践編 堀川照代 県北高等学校図書館研究会

2020.10.28 福島中央テレビ50年史
福島中央テレビ
50年史編集委員
会・50年史編纂室

福島中央テレビ

2020.12.02 都市計画家堀切善次郎伝 紺野浩 紺野浩（福高18回卒）

2020.12.25 AIは人類を駆逐するのか？
自律世界の到来 太田裕朗 太田裕朗

2020.12.25 私たちはどう生きるか
コロナと向き合う 婦人之友社編集部 藍原幸榮

2020.12.25 「学校図書館ガイドライン」活用ハンド
ブック　解説編 堀川照代 福島県高等学校司書研修会

県北・相双部会

寄贈図書紹介（令和2年1月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員

発行人：渡辺健寿　発行日：令和3年3月1日　印刷：㈱日進堂印刷所　　[題字は故若林名誉会長]

（その他多数の寄贈図書をいただきました）

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（島田　久）
https://www.kantobaienkai.ne.jp

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392
http://www.baienkai.org

理事 萩原　義弘 高14回
理事 岡崎　勇三郎 高15回
理事 渡辺　博美 高17回
理事 横山　　純 高17回
理事 木戸　孝志 高17回
理事 小林　勇一 高17回
理事 勢島    昇 高18回
理事 斎藤　高紀 高18回
理事 本多　純一郎 高19回
理事 花井　宣明 高20回
理事 伊藤　幹夫 高20回
理事 網代　智盟 高21回
理事 佐々木　孝司 高21回
理事 中田　茂実 高21回
理事 黒澤　信雄 高22回
理事 大野　順道 高22回
理事 木村　　豊 高22回
理事 村上　正文 高23回
理事 江口　　淳 高23回
理事 穂積　寿男 高23回
理事 鈴木　浩一 高23回

理事 渋谷　修一 高24回
理事 石原　裕人 高24回
理事 高荒　俊勝 高24回
理事 渡辺　　久 高25回
理事 高橋　通夫 高25回
理事 後藤　忠久 高26回
理事 土屋　牧雄 高26回
理事 丹治　正博 高26回
理事 武藤　　進 高26回
理事 阿部　芳和 高27回
理事 鈴木　眞一 高27回
理事 片平　　淳 高28回
理事 五十嵐　俊道 高28回
理事 今関　達也 高28回
理事 加藤　勇治 高29回
理事 金子　弘保 高29回
理事 土田　　淳 高29回
理事 加藤　孝一 高30回
理事 島田　　久 高31回
理事 八子　直樹 高31回
理事 大和田　利明 高31回

理事 太田　英晴 高31回
理事 樋口　幸一 高32回
理事 藤野　　貴 高32回
理事 篠木　雄司 高33回
理事 吉成　健二 高33回
理事 関根　英樹 高33回
理事 渡辺　健二 高33回
理事 手塚　　徹 高34回
理事 菅野　剛広 高34回
理事 鈴木　宏幸 高36回
理事 阿久津　順二 高37回
理事 黒森　陽一 高37回
理事 板垣　　隆 高37回
理事 大槻　剛人 高37回
理事 三浦　康伸 高39回
理事 日下　直哉 高39回
理事 佐藤　智宏 高39回
理事 引地　孝之 高44回
理事 吉田　大樹 高45回
理事 遠藤　武義 高52回


